
■多摩区菅地区の冠水対策
Q25年夏の台風では、道路側溝の排水が
追い付かず、道路冠水の被害が多発した
が、対応は。
A周辺地区とあわせ、側溝の現況調査や
測量を行うことで冠水の原因を究明し、
対策の検討を進めていく。
■子ども夢パーク
Q開設からこれまでの利用者数の推移は。
A開設された15年度は3万6751人、20年
度は6万5775人、24年度は8万5597人で、
年々利用者数が増加し、市民に親しまれ
た施設となっている。

■敬老入浴事業
Q無料の敬老入浴デーと福寿ふれあい半
額デーでは来場者数に2.07倍の差がある。
あり方について検討しているのか。
A利用者や関係団体からの意見を聞きつ
つ、事業の見直しを含め、検討したい。

■企業再建資金
Q25年４月からの新しい融資制度の利用
状況と広報体制はどうなっているのか。
A創設以降の融資実績はないが今後も周
知に努め、市内金融機関、市信用保証協
会などとともに市内中小企業へのきめ細
やかな支援に努めたい。

■文化・芸術推進事業
Q26年に市制90周年を迎え、シティセー
ルスを行うには絶好の機会だが、どのよ
うな取り組みを計画しているのか。
A文化・芸術事業は市のシティセールスの
柱の一つであるため、さまざまな事業を
周年記念事業として活用していきたい。
■子育て施策
Q女性の心身のリフレッシュやパートで
働くことへの支援のため、幼稚園の預か
り保育への支援を充実しては。
A市の預かり保育の実態を踏まえ、新た
な制度の構築の検討を行っていきたい。

■入院助産制度(★6)
Q市立病院ではこの制度を利用する妊産
婦の自己負担を軽減する配慮はないのか。
A利用者の立場を考慮して大きな負担と
ならないよう、あり方を検討していく。
■民間集合住宅の受水槽の活用
Q災害時の応急給水として利用するため、
水道利用加入金・基本料金を取らずに蛇
口を設置することを認めるべきでは。
A災害時の住民同士の自助・共助による
飲料水などの確保の取り組みとして有効
であるため、災害時などに限り活用でき
るよう検討したい。

■かわさき資産マネジメント
Q資産の廃止と売却に対して、消極的な
仕組みとなっているのではないか。
A児童生徒の急増対策などの行政課題に
対応するとともに、将来的な人口減少を
見据えた資産保有の最適化を進め、持続
可能な財政基盤の構築に努めたい。
■市の公会計
Q事業別財務諸表を導入すべきでは。
A現在の財務書類の導入効果や国などの
動向も踏まえ、引き続き財務状況を的確
に把握し、将来負担を考慮した行財政運
営を行いたい。

■病院と診療所の機能分担（病診連携）
Q井田病院・川崎病院は国の地域医療支
援病院制度の承認を得るべきでは。
A紹介率と逆紹介率が国の承認を得るた
めの基準に達していないが、今後とも市
民の理解を得られるよう制度の周知や丁
寧な説明に努めていく。
■被災地支援
Q石巻市や気仙沼市では技術職員の不足
で下水道の復旧が著しく遅れている。市
の今後の対応は。
A関係局で調整し、26年度の欠員補充状
況を勘案して、派遣の検討を進めている。

■難病者の就労支援
Q市長は公約で「障害者雇用日本一」を目
指すとしたが、難病者にも目を向けるべ
きでは。
A難病者を含め、障害者雇用に最も積極
的な都市と言われる川崎を目指す。
■標識などの安全対策
Q25年9月に通学路標識が倒れ、幼児が
負傷する事故があったが、点検は。
A市が管理する819基の警戒標識を一斉
点検したところ、補修が必要な標識が
144基確認され、このうち倒れる危険性
のある７基は既に撤去した。

■民間スポーツ施設の市民開放
Qグラウンド不足の改善策として、民間
のグラウンドなどを借りられないか。
Aこれまでも企業などのスポーツ施設を
市民開放する事業を行ってきた。今後も
企業や学校などに協力を呼びかけたい。

■給食費徴収事務の改善
Q改善に向けて、現在、低学年、中学年、
高学年の３段階に分かれている小学校給
食費を６年間同一金額にすべきでは。
A１回当たりの学校給食摂取基準(★7)が
３段階に分かれた際に公平を期すため定
めたものだが、今後の検討課題としたい。

■がん検診の受診率向上
Q名古屋市では検診項目ごとの受診料を
５百円とし、受診率が向上した。市でも
ワンコイン検診を検討しては。
A個別受診勧奨や新たな啓発物による広
報を実施しており、他の手法は費用対効
果などの観点を踏まえ検討していきたい。

■津田山駅の橋上駅舎化
Q隣接する下作延小学校の敷地の一部を
使用する計画の内容は。
A自由通路にアクセスするための歩道を
校庭内に整備するに当たり、遊具の再配
置などについて協議調整を進めている。

■市職員の再就職
Q公平性・透明性の確保が必要としてい
るが、公表の対象を局長級とした理由は。
A出資法人などの役員に再就職するケー
スが比較的多い局長級を基本とするが、
部長級や課長級、学校長についても、こ
れまで同様、透明性を確保していく。
■分煙対策
Q公共施設などに速やかに喫煙所を設置
し、分煙対策を進めるべきでは。
A禁煙施策を推進しつつ、喫煙者と非喫
煙者が快適に暮らせるまちを目指して効
果的な分煙対策を進めていきたい。

■障害者の高齢化
Q対応が急務だが、課題と取り組みは。
A在宅やグループホームでの生活が困難
な障害者に対しては、一定の入所施設の
整備が必要と認識している。さまざまな
ニーズに応じたサービス基盤の拡充に向
け、取り組んでいきたい。
■上下水道の防災・減災対策
Q命を守る飲料水の確保など、早急な対
応が必要だが、取り組みは。
A膨大な上下水道施設の耐震化には相当
な時間と費用を要するため、再構築計画
などに基づき計画的に整備を進めている。

■病院事業の未収金
Q意図的に自己負担金を支払わない者も
おり、厳しく回収すべきだが対応は。
A現在、他都市の動向や民間的手法など
も調査しつつ、法的手段の活用も含めた
新たな手法を検討している。
■市バス運転手の給与水準
Q民間バスと比べて高いが、給与の適正
化や民間委託の拡大で合理化すべきでは。
A25年度に勤務条件などの見直しを行い、
総人件費の抑制を図る取り組みを進めて
いる。また民間委託の拡大などを含めた
経営改善の取り組みを検討していきたい。
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★1 福祉有償運送
社会福祉法人などが、障害者や高齢
者など一人で公共交通機関を利用す
ることが困難な方を対象に有償で行
う、移送サービスのことです。

★2 不育症
妊娠は可能だが、流産や死産を繰り
返して生児を得ることができない病
態や症候群のことをいいます。

★3 エスコートゾーン
視覚障害者の道路横断を支援するた
め、横断歩道中央部に道路全幅にわ
たり触覚マーカー（突起体）を敷設し
た設備のことです。

★4 ユニバーサル化
障害の有無や年齢、性別、国籍など
に関わらず、さまざまな人々が快適
に暮らせる都市や生活環境をつくる
ことです。

★5 Wi-Fi
赤外線や電波による無線通信を利用
したネットワーク（無線LAN）のブ
ランド名の一つです。

★6 入院助産制度
経済的理由で入院助産を受けること
が困難な妊産婦を対象に、指定助産
施設での入院出産費用を助成する制
度のことです。

★7 学校給食摂取基準
国による「日本人の食事摂取基準」の
考え方や児童生徒への実態調査を勘
案し、児童生徒の健康や食育に望ま
しい栄養素の量を算出したものです。
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12 月20日

25年12月に開催された
「子ども夢パーク10周年記念フェスタ」

民間のグラウンドが点在する
多摩川河川敷（多摩区）

ワイ   ファイ

川崎区
 は ま    だ           ま さ   と し

浜田  昌利
（公明党）

麻生区
 は な    わ　        こ う  い ち

花輪  孝一
（公明党）

宮前区
 そ え    だ　       まさる

添田  勝
（無所属）

幸区
                                   た だ  ま さ

かわの  忠正
（公明党）

多摩区
   い    ぐ ち           ま      み

井口  真美
（共産党）

高津区
 い し    だ           か ず    こ

石田  和子
（共産党）

高津区
 お お   し ま　     あきら

大島  明
（自民党）

多摩区
  ひ ろ    た           け ん  い ち

廣田  健一
（自民党）

高津区
   お     が わ        あ き  の ぶ

小川  顕正
（みんなの党）

麻生区
 や ま  ざ き　      な お  ふ み

山崎  直史
（自民党）

麻生区
    こ      ば             り      か      こ

木庭  理香子
（民主党）

多摩区
 つ ゆ    き           あ け    み

露木  明美
（民主党）


